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会 議 記 録

作成部局課名 丸子地域自治センター 地域振興課

開催日 平成21年3月13日(金曜日) 開催時刻 13時28分から18時00分
会議名 丸子地域協議会(平成20年度第11回)
出席委員 浅倉委員、生田委員、片桐委員、木下委員、倉沢委員、甲田委員、櫻井委員、笹井

委員、笹沢委員、滝沢(俊)委員、武井委員、竹花委員、土屋委員、成澤(啓)委員、
成澤(み)委員、本間委員、宮坂委員、村松委員 【欠席】滝沢(真)委員、柳原委員

市側出席者 三好丸子地域自治センター長、佐藤センター次長兼地域振興課長、沢山課長補佐兼

地域政策担当係長、中村地域政策担当、澤山地域政策担当

会議次第

1 開会(佐藤センター次長)
2 会長あいさつ(片桐会長)

平成21年度わがまち魅力アップ応援事業の審査、長時間にわたりますがよろしくお願い
します。上田市全体の要望の中には、恣意的なもの又イベントのみという事業が見受けら

れました。なにぶん公金を使う事業であります。わがまち魅力アップ応援事業が継続して

長く続けられるためにも、どうか皆さん慎重な審議をお願いしたいと思います。

3 会議事項

(1)平成21年度わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考（地域振興課）
① 事前打合せ

新規で自治会が1件、まちづくり団体が10件、合計11件の応募。プレゼンテーション
は午後2時から始め、1団体5分以内のプレゼンテーション後、質問を含め10分。発表す
る団体に関係している委員は審査を辞退していただきたい。選考調書は、委員から提案い

ただいた点も考慮し、採点しやすくした。5項目を5点から1点の点数をつけていただき、
1団体25点満点、最高点と最低点の委員の点数を除外した平均点の10点以上が基準。プ
レゼンテーション終了後、選考協議を第1会議室で開催。選考協議は、公正性や円滑な審
査を行うため、上田市自治センター条例第10条第5項により非公開としたい。
主な質疑の内容

（委 員）地域にいる委員は辞退か。

（事務局）グループで提案いただいている事業については、そのグループに入っている方

には、審査には入らないでいただきたい。

（委 員）継続事業で、長瀬地区自治会連合会と丸子史料研究会の事業が一つになってい

る。丸子史料研究会も入れておいてもらうと一緒にやっているとわかる。

（委 員）まちづくり事業においては、申請団体の構成員のみの活動にとどまる事業は補

助金対象外となっている。趣味とか同好会、井戸端会議など人が集まってやるようなも
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のは対象外だと今回厳しく行くべき。事前に自治会に相談されたある自治会で、公金を

使うのはまずいということで、自治会長判断で何件か却下し自治会で補助金を出すよう

にしたという話しもある。なんだこういうのを認めてと、地域協議会の審議の基準がお

かしいじゃないかという話しになるので、厳しく審議をやってもらいたい。

（委 員）平成 20 年度継続事業は審査会がないのか。見て歩いた中で、予算計上とかなり

違った予算が使われているところもあるし、活動そのものがどうかなというのが見受け

られる。20 年度の継続 2 年目で大雑把な計上の仕方が見える。

（事務局）自動継続という考えは持っていない。ただプレゼンは省略し実績報告会を 3 月

17 日に開催する。選考協議の中で継続事業についてもご意見をいただき、それも踏まえ

予算額、事業内容の査定をして新たな継続のあり方を決めていく。

（委 員）前回は地域から出てくるものについてはできるだけ採択する方向でという話だ

ったが、5 分くらいのヒアリングと資料を読んだだけでは、本当の活動の姿勢を我々が

理解するのは難しい。活動一つ一つの中身を吟味して評価できるか、正直言ってそこま

では難しいので、来年度に向けて、どうみんながその情報を共有化するかもう少し検討

する余地があるのではないか。

（事務局）20年度から始まった事業で、丸子地域では他地域でやらない現場の視察会もや

ったが、そういうものも取り入れながら見守っていく必要がある。3 月 17日に開催する

実績報告会は丸子地域の住民提案型事業のときからやっていて、他地域ではやっていな

い。結果の報告、それについての検収、継続する事業についてはそれがいいのかどうか

の意見も協議会委員の皆さんからいただいていく。まだまだ改善する余地は多いと思う

が、2 年目の取組みの中でできることは改善して、この制度が定着できるようにものに

していきたい。

（会 長）選考協議の中で、皆さんの意見を参考にしながら審査をしていきたい。

決定事項等

・ 平成21年度わがまち魅力アップ応援事業選考協議については非公開とする。

② プレゼンテーション選考（各団体）

・個性あるふるさとづくり事業

【平井自治会】天然記念物・枝垂れ栗・榎の保存、育成。通路整備、保存地の立木伐採等。

●主な質疑・応答

（委 員）天然記念物で地域住民には知られているか。

（平井自治会）事業については協議員会で話しをしている。はっきり決まった時点では十分

話しをしていきたい。穴沢部落についてはみんなが知っている。協力もしている。

（委 員）遊歩道はいつから始めるのか。

（平井自治会）しだれ栗は場所が指定になっていて、そこに栗があることで天然記念物にな

っている。道路をどうしても開けないと遠い１キロ200メートルほどある。道路をやり、
自生地に木を植え、下に公園化を考えている。
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（委 員）現在地には栗は残っているか。

（平井自治会）自生地には残骸しかない。親木は前の山に3本小さい木が見つかったので、
それを接木か挿し木で増やしていく。

・特色あるまちづくり事業

【丸子バラの会】丸子バラを育てる事業。バラの植栽、周辺地域の環境整備。

●主な質疑応答

（委 員）ウオーキングロードのそばなので、小さい子が歩いているときにケガなどしない

か。バラにした理由は。今後、維持管理の費用は、会員を増やすなどで十分補えるか。

（丸子バラの会）場所はウオーキングロードになる堤防敷地にある。県の指導の元に道路か

ら 1メートル離して全部植えてある。普通のウオーキングではバラの中は入ることはな
い。やまびこ会というのは13年に発足した会で、それとは別にバラの会として今30名、
8名入会希望。協賛会費もお願いできる。あとは消毒、肥料代。現在、150坪ほど植栽し
てあり、あと80坪ほど植栽すると、ハード事業は一応終わる予定。

（委 員）たったの 60本だけじゃなくて坂城にあるバラ公園に負けないように事業を継続
して増やしていっていただきたい。

（丸子バラの会）昨年度437本植栽してある。
（委 員）塩川から武石までメンバーが入っているが、広範囲の人が参加していく活動形態

をどのように行われるのか。

（丸子バラの会）全員でやることはそんなに作業としてはない。5人とか7人のグループを
作って順番でやるとか今検討している。

（委 員）水見は。

（丸子バラの会）電気式ポンプもある。バラは根がついてしまうと結構強いので、散水はそ

んなには必要ない。消毒の水、植栽のときの水はポンプで十分。

【なごみの会】なごみ文化祭。なごみサロンで月１回高齢者の介護予防でお楽しみ会を開催。

70～90代の高齢者毎月20名参加。高齢者が音楽指導を受けてコーラス発表をする事業。
●主な質疑応答

（委 員）コーラスの発表を一つの目標に置いて多面的な活動を計画されているが、例えば

地域ふれあいの会では介護予防教室の活動、公民館等でも展覧会とか文化祭的な活動を

されていると思うが、それとの連携については考えてないか。

（なごみの会）私たちの自治会では文化祭は行われてない。健康推進委員によるおたっしゃ

が年に 2回あるが、私達は毎月１回やっていて、特に健康推進委員の方と連携してやる
ということはまだない。

（委 員）連携が全くないとなると、構成員のみでお楽しみ会をやっているととれるがどう

か。

（なごみの会）構成員6名が計画して、毎月１回榎実の家へ高齢者に集まっていただき、介
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護予防を目的としたお楽しみ会をやっている。公民館活動の一環として自治会では認め

ていただいている。

【自然エネルギー利用研究会】新型風車発電装置の公開展示。

●質疑応答

（委 員）地域の活性化にどうつながるのか。丸子地域にふさわしい理由は何か。

（自然エネルギー利用研究会）丸子が特に風力、水力の環境で、今後発展する目標になれば

と思う。

（委 員）21年6月に本格的生産用風力発電の展示ということだが、そうすると営業に向け
ての実験装置に聞こえる。補助金を使ってやるものではないように感じるがどうか。

（自然エネルギー利用研究会）魅力アップできるかできないかということで考えると、今ま

でなかった風車が皆さんの前に展示できるということだけでも、丸子のアップにつなが

らないか。

（委 員）これが適格だとすれば、魅力アップ応援事業に応募しなくても他にエネルギーの

問題で補助金制度があるのではないか。花風里へ設置するとあるが、周辺の皆さんの了

解は得てあるか。

（自然エネルギー利用研究会）花風里の庭に設置するのはごく小さいもの。電力は 40ワッ
トくらいで、風車の大きさは直径 1メートル程度。環境には全く影響がなく、地域の皆
さんに了解をいただくほどのものではない。世界から注目されてないのは、世界に知ら

れてないから、今日が初めてのプレゼン。

【一本木公園をつくる会】塩川・長瀬に隣接する一本木に公園を整備。ウッドデッキ設置。

●主な質疑応答

（委 員）会員は一般にオープンしないか。整備し維持管理する場合、維持管理費などが会

費などからによるものであれば、会員数が多いほうがいいのではないか。

（一本木公園をつくる会）その他大勢の方に声をかけるというのはなかなか困難。面積は

1,000㎡で、手入れもあまり大勢いてもという感じはする。一旦整備をしてしまうと、草
刈りとかでお金はそんなにはかからない。

（委 員）観光資源としての集客が目的とされているが、県外も含めて考えているか。駐車

場、ワイナリーとの連携はどう考えているか。

（一本木公園をつくる会）ワイナリーができるかはっきりしてないが、予定場所は一本木の

すぐ近く。ワリナリーができると、場合によれば地域の直売所もできる可能性があり、

見晴らしが良いところなのでお客が立ち寄る。駐車場は道路に面したところに空き地が

あるので十分確保されている。

（委 員）公園の広報活動とあるが、ワイナリーや公園が全部できてから広めていくという

ことか。

（一本木公園をつくる会）出来てからではない。下草刈り等の手入れについても地域の皆さ
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ん方に広報を通じて参加していただいたり、お花見等も計画しているので、大勢の皆さ

んに参加していただくように自治会を通して広報してまいりたい。

【中丸子ほたるの里】ほたる水路・周辺整備。

●主な質疑応答

（委 員）ホタルを見るだけにトイレはいらないのではないか。実績のある狐塚を見ても、

トイレまで用意してない。ほかにお金を使って蛍を増やしてもらいたい。

（中丸子ほたるの里）周辺を公園化させ、ホタルのときだけでなく、四季折々に集まってい

ただくという意味合いでトイレを作りたい。

（委 員）この事業が地域の皆さんとできたら素晴らしいことになると思うが、ホタルを発

生させるのはとてもデリケートなことで、工事の前に、十分発生させるためにどのよう

な工事をしたらいいか考えることが必要だと思うがどのようにお考えか。

（中丸子ほたるの里）現在のところホタルの発生という部分はやってない。現状で土砂が入

ってしまうので、それをまず改善し、ホタルとカワニナが育つ状態を作ることが先決で、

4年ぐらいかけてと考えている。
（委 員）ホタルは一年間面倒を見ないといけないがその点は大丈夫。

（中丸子ほたるの里）4年ほど前のかんがい事業の地区説明会で、地区の皆さんからホタル
の飛ぶようなところを作って欲しいという強い要望があって、そのときの区長の努力で

ホタル水路を作っていただいた。地域の人たちの協力も十分いただける。各種団体も含

めて取組んでいく。

【感動☆プロジェクト】第3回リバーサイドシアターin丸子「屋外映画鑑賞会」開催。
●主な質疑応答

（委 員）1回限りのイベントのための資金集めだと受け止めた。規約からしても、イベン
トは有料にして受益者負担は考えられないか。公金を使うことについてどのようにお考

えか。受益者負担が原則だと思う。

（感動☆プロジェクト）来てくれる方にもお金をいただく。参加数が見込めるかわからない。

大掛かりなイベントのため、資金繰りが困難なため今回応募した。イベントがこの事業

にマッチングしていると思うので参加させていただいた。

（委 員）今までいろいろと提案をしていただき感謝しているが、もし補助がでなかったら

どうするか。後で赤字が出たらどうしようとか心配はないか。

（感動☆プロジェクト）心配はあるが、そういう場合には集めたお金などを使ってやってい

きたい。足らない場合は自分達で出して行きたい。

（委 員）各イベントに参加しているとあるが、どういう形で参加して何をやられたか。も

う 1点は、予算が映画のレンタル料と委託料でほとんどを占めている。これだけじゃな
く、もっと日常的に地域に広げていく活動を一緒にやらないと、映画の費用だけで活動

が終わってしまう危険性がある。日常的な活動で地域とどうかかわっていくか、もっと
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活動の中に入れていったらどうか。

（感動☆プロジェクト）2005年から爆水ランの企画室に入り活動をしてきている。ほかに
も、映画の上映会、タイムカプセル大作戦の企画と運営をトットコ会と参加した。みこ

しにも参加し若者が地域に出る機会を与えたいと思って登場してきている。補助金が映

画のレンタル料と委託費にほとんど使っていることについてはそのとおりだが、「感動☆

プロジェクト」という名前を知ってもらうためには、こういう活動をしていくしかない

と思っている。

【内村っ娘の会】食文化の継承・調理実習、お話しやしょの開催。

●主な質疑応答

（委 員）インターネットによる地域魅力の発信とあるが、インターネットで内村っ娘の会

と検索すると出てくるのか。

（内村っ娘の会）3年くらい前にホームページを立ち上げていて、今年リニューアルした。
お客さん・地域の方たち見ていただき、内村の魅力を皆さんに知っていただき、かあち

ゃん達がいきいきしている地域はいいところだよと思っていただくよう、恵まれた 3温
泉を上手に世の中に見せて行きたい。更新を自分達でやることも挑戦している。

（委 員）事業内容で、身近な荒廃地に野菜・薬草を栽培とあるが、予算に入ってない。

（内村っ娘の会）県の事業で整備はできた。薬草園も持っていて、薬草を乾燥させてブレン

ド茶を作れる状況もできている。「お話ししやしょ」でブレント茶を出して、実際に欲し

い方もいる。今回の申請は、「お話ししやしょ」の一部分だけだが、ほかにもいくつか事

業をやっていて商品作りもしている。

【まるこトットコ会】マリコヴィンヤードとワインに親しむ夕べの開催。

●主な質疑応答

（委 員）栽培からワイナリーに展開していけるということは、地域の発展という点では非

常に意義があるが、市がどう係わるかという点において若干微妙な点があるのではない

か。先日もワインセミナーが上田で開催されたが有料。今回は試飲会用ワインの費用が

この中に入っていて、こういう考え方でやるのは違うのではないかと私は感じている。

参加者が自分の費用の中で飲んでやっていかないといけない。結果的には地域に非常に

有効になるにしても、この場合の公的な費用を使うことについてはご検討いただきたい。

（まるこトットコ会）お一人1,500円という参加費をいただき、通常の食料費については参
加費プラス会の費用で賄うが、売ってない地元で作ったワインに関して、それをただで

分けていただくというわけにいかないので、それのみ補助をいただきたい。

（委 員）100名で 1,500円の会費で、281,500円の補助なので 43万円足りない。会費を
4,300円にしたらどうか。

【独鈷山千本桜の会】1,500本の櫻祭りの開催。
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●主な質疑応答

（委 員）桜の品種は。特色がある桜ではないか。

（独鈷山千本桜の会）染井吉野をはじめ、八重桜、枝垂桜など各種ある。長く楽しめるよう

に時期をずらして咲くように。

（委 員）上田城の千本桜と名前がダブる。

（独鈷山千本桜の会）こちらのほうが先。

（委 員）駐車場はあるか。

（独鈷山千本桜の会）上段に２か所30台くらい置ける。独鈷山道の一番奥にも4～5台は入
る。あと大きくなってない桜の間には多少入る。

（委 員）植樹は続けてきているか。

（独鈷山千本桜の会）200年ぐらい後に5～6本、300年後に1本残れば大成功で、300年く
らいを見てやっている。真田昌幸の 4男の昌親が居住跡ということで、御屋敷という地
籍が残っている。上田城にはかなり近い、上田城は予算があるようだがこちらは自立で

やっている。

（委 員）研修旅行はどこへ行くのか、謝金の作業手伝いとは。

（独鈷山千本桜の会）研修旅行は、桜の村おこしの先進地のところへ計画している。桜を植

えることじゃなく村おこしが目的。謝金については、私たちではできない仕事、重機を

使わないといけないような仕事で、お手伝いをしてくれる方へ支払う謝金。

【茂沢そば倶楽部】休耕地を活用したそば栽培、そば打ち、交流会。

●主な質疑応答

（委 員）イベント3回、そば打ちの講師謝礼が12回だが、それだけ必要か。
（茂沢そば倶楽部）最終目的は自分達だけそばを打ってふるまいたいということで、これか

ら講習会をやって技術を会得する。講師を迎えての講習会は、技術面のことなので、1か
月に1度ぐらいはやらないと戻ってしまうので、回数は多く計画している。

（委 員）子どもからお年寄りまで幅広い世代の人たちに参加を呼びかけているということ

だが、そばは信州の大切な食文化で、例えば小学校とか学校にも働きかけて、栽培、そ

ば打ち、試食等、子ども達への食文化の伝承するお考えではないか。

（茂沢そば倶楽部）ＰＴＡ、小学校・中学校の親も参加し、子ども達に、そばを蒔く、刈り

取るということはこういうことだと教えていきたい。子どもには子どもができる作業、

お年寄りには口と記憶を出してもらって和をもってやっていきたい。

（委 員）そば耕作面積はどのくらいか。

（茂沢そば倶楽部）2反歩目論んでいる。1反歩は押さえていて、あとは休耕田を考えてい
る。最終的に3反歩できれば100ｋｇほどのそばを収穫したい。

（委 員）そば打ちはとても魅力的な機会ではあるが、自治会の中で考えている事業か。今

後広くやっていく予定は。

（茂沢そば倶楽部）最初は小さい規模からやって、最終的にはどなたでもどうぞとしていけ
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ればいいなと思っている。

（事務局）・採択の結果については4月の上旬を予定。

③選考協議

（非公開）

資料：平成21年度わがまち魅力アップ応援事業一覧表、業集計表

④その他

・わがまち魅力アップ応援事業について主な意見

（委 員）軽トラ、草刈機を借りての支払いについて、基準を決めていただいたほうがよい。

機械が借りられないなら、燃料代を出していただけないか。

（事務局）単価の統一基準を定め、その基準で補助額を見直し最終的に決めていく予定。ほ

かに使用料を払わなきゃいけないのかという議論もある。

（委 員）重要なことで当事者も生きがいを持ってやっていて趣旨として非常に良い事業だ

が、税金を使ってやる事業かどうか。地域協議会が認定するまちづくり応援事業に上げる

事業かどうか、委員としても判断力が問われる。

（委 員）地域協議会が承認した活動が特定企業のための活動にならないよう考えておく必

要がある。

（委 員）飲食だけのイベント、アルコールを飲むイベントは好ましくない。

（委 員）地域的な広がり、世代的な広がり、地域課題を解決するようなことを目的として

活動してくれたらよいと思う。

（委 員）例えば、地域でおどりを楽しむ方もいるが、先生を呼んで踊りを習って、敬老会

でお年寄りを十分慰労していますといって踊りの先生の衣装代を地域協議会で了解するの

はおかしい。

（委 員）自治会でも3～4割女性の役員をという話しをしても実際出てこない。どういう活
動であっても、女性が手を上げてやるという活動は認めてもよいと思う。

（委 員）選考結果を通知するときに、不採択の理由が説明できればよい。

（委 員）続けてきたことが不採択とされると、それがなくなってしまうことは気の毒。何

点以下は駄目だとかいう基準があれば、ぱっとできるが、こっちはこういうことでやって

あげたらどうかとか難しくて、いろいろ条件をつけてみんな認めてあげたらどうかとなっ

てしまう。厳しく何点以下は駄目だという基準があればよい。

（委 員）この事業の目的でいえば、住民が自ら地域を良くしようと動いているとても大事

な活動であれば支援していく必要がある。何件も来てしまって不採択にしなければいけな

い場合でも不採択と放り投げてしまうのではなく、公民館活動等でできるものであれば、

ここが橋渡し役になって、公民館活動に入るように橋渡しするとか次の事業につなげるた

めの紹介をしていくことまで考えるべきではないか。
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（委 員）丸子地域の若者達が今少なく、グループを育てていかなきゃという意見もわかる

が、果たして税金で1日だけのイベントに補助金を出してよいか。
（委 員）社会福祉協議会で地域ふれあいの会へ補助金を出している。

（委 員）採択しないと、活動自体を否定してしまうことが危険。

（委 員）不採択だからといって、活動を否定しているわけではない。

（委 員）地域の活性化に地域の人が取組んでいるものをできるだけ救い上げようというの

が活動の目的だと思う。申請されたものをそのまま受けて採択するか不採択にするかにな

っているが、申請の仕方を変えることによって不採択も採択される可能性は大いにある。

活動の仕方についても、活動によって地域に貢献できる可能性も出てくる。できるだけ地

域に貢献できる可能性ある形で評価してそれを取り組んでもらうという方向に持っていか

ないと、せっかくいいものも落としてしまう危険性がある。すべてではないが、やり方を

変えることによって本当に地域に役立つものならそれは、そう要請して考えていかないと

まずいのではないか。ぜひみんなで来年に向けて検討すべき。

（委 員）事業の目的を考えれば、住民活動をどう育てていくかということも大事にしたい

ので、そういう意味で事業の採択ができないのであれば、この事業をどうするのかという

ことに関して、何らかのコンタクトとか支援をしていきたい。

（委 員）この事業の支援をするにあたって、最低限これだけはクリアしなければいけない

観点について、課題としてほかの地域協議会も含めて協議する必要があるのではないか。

飲食を中心とした会員の人たちが楽しむことがメインとなるものについては駄目だとか、

具体的ないくつかの条項を明確にしていくよう市に出していくべき。

（委 員）団体がプレゼンの項目についてどう考えているか明確に書いたものを一緒に資料

につけて出してもらいたい。説明が短くなって特記したいことだけ今日言ってもらえるよ

うになるし、質問時間ももっと増える。説明にも団体差があった。

（事務局）申請書は条例で決めた様式だが、また提案していきたい。項目ごとにプレゼンし

たのは丸子だけで、昨年の経験からこういう形をとった。団体もそれを意識してやるとい

うことでよかったかと思う。

５．その他

・今後の日程について

・次回地域協議会 4月21日（火曜日）15時開会。終了後、会費制で懇親会を開催。
・その他 まちづくり講演会 3月22日(土曜日)信州国際音楽村にて
平成 20年度わがまち魅力アップ応援事業（丸子地域）実績報告会 3月 17日(火曜
日)18:30から文化会館小ホール

６．閉会


